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令
和
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年
度　

第
２
回　

全
体
研
修
会

　

テ
ー
マ　
「
臨
床
心
理
士
が
語
る
～
ご
理
解
い
た
だ
け
な
い
方
々
へ
の
対
応
～
」

講　
　

師　

鈴
木
淳
也 

氏　

浦
和
す
ず
の
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
臨
床
心
理
士
・
公
認
心
理
士

開
催
日
時　

令
和
７
年
10
月
20
日
（
月
）
14
時
00
分
～
16
時
00
分

開
催
場
所　

浦
和
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

浦
和
パ
ル
コ
10
階　

第
13
集
会
室

今
回
の
研
修
会
は
、
さ
い
た
ま
市
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
協
議
会
と
の

合
同
で
研
修
を
行
い
、
参
加
者
は
、
さ
い

た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会
45
名
、
さ

い
た
ま
市
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連

絡
協
議
会
40
名
で
85
名
の
参
加
と
な
っ
た
。

講
師
の
鈴
木
淳
也
氏
か
ら
、
精
神
疾
患

を
持
つ
家
族
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
臨
床

心
理
士
の
立
場
か
ら
講
義
が
行
わ
れ
、
精

神
医
療
の
基
礎
知
識
、
診
断
の
特
徴
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
な
ど
が
解
説
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
事
例
を
も
と
に
性
格
や

内
面
に
原
因
を
求
め
す
ぎ
ず
、
行
動
の
背

景
や
目
的
を
客
観
的
に
分
析
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
ご
講
義
い
た
だ
い
た
。

１
，
精
神
医
療
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て

①
臨
床
心
理
士
と
公
認
心
理
士
の
違
い
。

臨
床
心
理
士
は
、
１
９
８
８
年
に
設
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立
さ
れ
た
民
間
資
格
で
５
年
生
の
更
新
制
。

公
認
心
理
士
は
、
２
０
１
７
年
に
施
行
さ
れ
た
国
家

資
格
で
更
新
不
要
。
ど
ち
ら
も
大
学
院
終
了
が
必
要
。

②
精
神
科
医
と
心
理
士
の
違
い
。

精
神
科
医
は
診
断
、
治
療
方
針
の
決
定
、
症
状
自
体

を
治
す
と
い
う
こ
と
が
目
標
（
主
に
薬
物
療
法
）

心
理
士
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
心
理
検
査
、
集
団
療

法
、
症
状
の
改
善
を
目
指
す
。

③
心
理
療
法
の
役
割
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
症
状
を
な
く

す
と
い
う
よ
り
は
、
症
状
と
の
付
き
合
い
方
を
学
び

日
常
生
活
の
不
便
さ
を
軽
減
さ
せ
る
。
生
活
の
不
便

さ
が
改
善
さ
れ
た
結
果
「
心
の
病
気
の
」
診
断
基
準

を
満
た
さ
な
く
な
り
、「
寛
解
」
し
て
い
く
こ
と
は

あ
る
。
生
活
に
支
障
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
病
気
に
な
り
、
ウ
イ
ル
ス
が
な

く
な
れ
ば
も
う
治
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

精
神
科
の
領
域
で
は
、
治
っ
た
か
治
っ
て
な
い
か
の

境
目
が
困
難
で
あ
る
。

④
精
神
科
の
診
断
は
Ｄ
Ｓ
Ｍ
（
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学

会
）
と
Ｉ
Ｃ
Ｄ
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
2
種
類

Ｄ
Ｓ
Ｍ
は
、
精
神
疾
患
に
特
化
。
診
断
基
準
が
細
か

い
。
臨
床
現
場
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｄ
は
、
身
体
疾
患
な
ど
全
て
の
病
気
の
分
類
。

国
際
的
に
統
一
さ
れ
た
コ
ー
ド
。
日
本
で
は
公
的
な

書
類
で
使
う
。
そ
し
て
、
最
新
版
の
病
名
で
は
偏
見

を
な
く
す
た
め
に
、「
障
害
」
か
ら
「
症
」
へ
呼
称

が
変
更
さ
れ
て
い
る
（
例
：
不
安
障
害
→
不
安
症
）

⑤
精
神
科
の
診
断
の
特
徴
は
、
症
状
の
観
察
と
本
人
の

訴
え
が
中
心
で
、
原
因
の
特
定
は
困
難
な
た
め
、
ひ

と
つ
の
要
因
と
し
て
捉
え
る
。
原
因
を
追
求
し
な

い
。
診
断
名
と
治
療
法
は
直
結
せ
ず
、
症
状
の
背
景

は
何
か
を
考
え
る
。
同
じ
診
断
名
で
も
診
断
は
変
わ

る
可
能
性
が
あ
り
、
対
応
方
法
を
変
え
る
こ
と
の
必

要
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
現
時
点
で
の
診
断
は
仮
説

と
い
う
見
方
も
必
要
。

２
，
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
症
（
旧
：
人
格
障
害
）
に
つ
い
て

①
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
症
全
般
の
基
準
と
し
て
、

そ
の
人
の
属
す
る
文
化
か
ら
見
て
著
し
く
逸
脱
し

た
、
持
続
的
な
内
的
体
験
お
よ
び
行
動
の
様
式
。
こ

の
様
式
は
次
の
２
つ
（
ま
た
は
そ
れ
以
上
）
の
領
域

に
現
れ
る
。（
認
知
・
感
情
・
対
人
関
係
機
能
・
衝

動
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

そ
の
持
続
的
な
様
式
は
、
融
通
が
き
か
ず
、
広
範
囲

の
個
人
的
お
よ
び
社
会
的
状
況
に
及
ん
で
い
る
。
そ

の
持
続
的
な
様
式
は
、
臨
床
的
に
意
味
の
あ
る
苦
痛
、

ま
た
は
社
会
的
、
職
業
的
、
ま
た
は
他
の
重
要
な
領

域
に
お
け
る
機
能
の
障
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

そ
の
様
式
は
、青
年
期
、ま
た
は
成
人
期
に
は
始
ま
っ

て
お
り
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
安
定
し
て
い
る
。

そ
の
様
式
は
、
他
の
精
神
疾
患
の
症
状
や
結
果
と
し

て
よ
り
よ
く
説
明
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
様
式
は
、
物
質
（
乱
用
薬
物
、
治
療
薬
）
ま
た

は
他
の
医
学
的
状
態
（
例
、
頭
部
外
傷
）
の
生
理
的

作
用
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

②
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
症
の
種
類
と
し
て
、

・
猜
疑
性
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
症

・
シ
ゾ
イ
ド
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
症

・
統
合
失
調
型
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
症

・
反
社
会
性
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
症

・
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
症

・
演
技
性
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
症

・
自
己
愛
性
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
症

・
回
避
性
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
症

・
依
存
性
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
症

・
強
迫
性
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
症

③
今
研
修
事
例
に
該
当
す
る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
症
の

う
ち
、
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
症
の
特

徴
に
つ
い
て
、
対
人
関
係
、
自
己
像
感
情
の
安
定
性
、

お
よ
び
著
し
い
衝
動
性
の
広
範
な
パ
タ
ー
ン
で
青

年
期
早
期
ま
で
に
始
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
で
明

ら
か
に
な
る
。
次
の
と
お
り
（
ま
た
は
そ
れ
以
上
）

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

・
現
実
的
ま
た
は
想
像
上
の
見
捨
て
ら
れ
を
回
避
す

る
た
め
の
な
り
ふ
り
か
ま
わ
な
い
努
力
。

・
不
安
定
で
激
し
い
対
人
関
係
の
パ
タ
ー
ン
で
、
極

端
な
理
想
化
と
こ
き
お
ろ
し
を
繰
り
返
す
こ
と
。

・
持
続
的
に
不
安
定
な
自
己
像
ま
た
は
自
己
感
覚
。

・
自
己
を
傷
つ
け
る
可
能
性
の
あ
る
、
少
な
く
て
も

二
つ
の
領
域
に
お
け
る
衝
動
性
（
例
、
浪
費
・
性

行
為
・
物
質
乱
用
・
無
謀
な
運
転
・
過
食
）

・
自
殺
を
ほ
の
め
か
し
た
り
、
脅
し
た
り
す
る
行
為
。

ま
た
は
、
自
傷
行
為
の
繰
り
返
し
。

・
著
し
い
気
分
反
応
性
に
よ
る
感
情
の
不
安
定
性

（
例
、
強
い
不
快
気
分
・
い
ら
い
ら
、
ま
た
は
不
安
）

・
慢
性
の
虚
無
感
。

・
不
適
切
で
激
し
い
怒
り
、
ま
た
は
怒
り
の
制
御
困

難
（
例
、
癇
癪
を
お
こ
す
・
け
ん
か
を
繰
り
返
す
）

・
ス
ト
レ
ス
に
関
連
し
た
一
過
性
の
妄
想
様
観
念
、

ま
た
は
重
篤
中
入
り
症
状
。

④
介
護
支
援
専
門
員
が
「
人
格
障
害
」
と
判
断
し
が
ち

な
事
例
の
多
く
は
、
実
際
に
は
該
当
し
な
い
可
能
性

が
あ
る
。
感
情
の
起
伏
が
激
し
い
、
他
責
的
、
ル
ー
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ル
を
守
ら
な
い
、
無
理
な
要
求
を
繰
り
返
す
人
を
人

格
障
害
と
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

⑤
診
断
名
よ
り
も
、
具
体
的
な
症
状
や
困
り
ご
と
に
注

目
す
る
こ
と
が
重
要
。
そ
の
人
の
症
状
や
行
動
の
背

景
、
具
体
的
な
生
活
上
の
問
題
は
何
か
を
考
え
る
。

３
，
精
神
疾
患
を
持
つ
人
へ
の
対
応
方
法
と
支
援
者
の
姿

勢
に
つ
い
て

①
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
症
へ
の
対
応

と
し
て
、「
性
格
」
に
問
題
が
あ
る
病
気
で
は
な
い

こ
と
を
理
解
す
る
。
傾
聴
は
す
る
が
深
く
入
り
込
み

す
ぎ
な
い
。「
ケ
ア
マ
ネ
」
の
仕
事
を
す
る
。
チ
ー

ム
で
対
応
を
統
一
。
最
初
に
限
界
設
定
す
る
。

②
限
界
設
定
（
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
）
と
は
、
支
援
者
が
ど

こ
ま
で
関
わ
る
か
線
を
引
く
こ
と
。
そ
の
目
的
は
、

支
援
者
の
保
護
。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
自
立
支
援
。
関

係
性
の
安
定
化
。
専
門
性
の
保
持
。
限
界
設
定
を
す

る
こ
と
は
、
冷
た
く
突
き
放
す
こ
と
で
は
な
く
、
お

互
い
に
安
定
し
た
関
係
づ
く
り
に
不
可
欠
、
重
要
な

こ
と
。

③
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
限
界
設
定
が
必
要
な
理
由
と

し
て
、「
何
で
も
屋
に
な
り
が
ち
な
た
め
」（
周
囲

か
ら
何
で
も
頼
ん
で
良
い
人
と
期
待
さ
れ
や
す
い

し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
自
身
も
自
分
が
や
る
し
か

な
い
と
想
い
が
ち
）、「
で
き
な
い
罪
悪
感
」（
支
援

職
と
し
て
断
る
、
限
界
設
定
を
す
る
こ
と
が
見
捨

て
る
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
）、「
精
神
疾
患
へ
の
困

難
さ
」（
精
神
疾
患
で
困
難
ケ
ー
ス
、
特
に
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
症
は
限
界
線
を
試
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
）、

安
心
さ
せ
ね
ば
、
怒
ら
せ
て
は
い
け
な
い
は
、
自
分

の
感
情
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
こ
と
で
限
界
の
境
界
線

を
保
て
な
く
な
り
や
す
い
。

④
興
奮
時
な
ど
危
険
な
状
況
へ
の
対
応
と
し
て
、「
安

全
確
保
と
冷
静
な
態
度
」「
批
判
に
理
解
は
示
す
が
、

境
界
は
引
く
、
共
に
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
姿

勢
、
や
っ
て
あ
げ
る
か
ら
と
か
、
何
か
で
き
な
い
約

束
は
し
な
い
」「
興
奮
が
収
ま
っ
た
後
、
静
か
な
環

境
に
行
っ
て
興
奮
を
収
め
て
い
く
と
い
う
よ
う
な

感
じ
で
、
必
要
で
あ
れ
ば
他
職
種
他
機
関
に
連
絡
」

⑤
人
の
行
動
の
原
因
を
性
格
や
能
力
な
ど
の
内
面
に

原
因
を
求
め
る
心
理
的
な
傾
向
と
し
て
「
基
本
的
帰

属
錯
誤
」
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
環
境
や
状
況
を

軽
視
し
や
す
く
な
る
た
め
。
性
格
や
内
面
を
原
因
に

す
る
と
支
援
が
ス
ト
ッ
プ
し
や
す
い
。
内
面
で
は
な

く
、
そ
の
人
が
話
し
た
前
後
の
文
脈
。
ど
ん
な
時
に

そ
う
い
う
行
動
が
出
て
い
る
、
そ
の
結
果
ど
う
な
っ

た
の
か
等
を
総
合
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
重
要
で

あ
る
。

⑥
人
の
行
動
を
理
解
す
る
際
は
、
そ
の
行
動
の
目
的
を

考
え
る
。

⑦
説
得
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
抵
抗
を
生
み

や
す
い
た
め
、
共
感
や
情
報
提
供
を
中
心
に
す
る
。

他
の
人
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

⑧
病
名
や
概
念
は
理
解
を
助
け
る
道
具
で
あ
っ
て
、
否

定
的
な
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
の
で
は
な
く
、
支
援
の
方

向
を
見
つ
け
る
た
め
に
使
う
。

⑨
印
象
と
か
、
相
手
を
何
と
か
し
て
あ
げ
た
い
と
か
と

い
っ
た
、
悪
い
感
情
だ
け
で
な
く
、
良
い
感
情
も
冷

静
な
判
断
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
。
相
手
の
た
め

じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
た
め
に
な
っ
て
い
な
い
か
？

⑩
相
手
に
対
し
て
、
悪
い
感
情
が
お
こ
る
こ
と
は
自
然

な
こ
と
。
悪
い
感
情
が
怒
っ
て
い
る（
判
断
が
鈍
る
）

そ
れ
を
認
め
た
上
で
感
情
に
気
づ
い
て
、
振
り
回
さ

れ
な
い
よ
う
な
対
応
が
必
要
。
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今
回
の
研
修
は
、
昨
年
度
の
令
和
７
年
３
月
に
行
わ
れ

た
『
第
５
回
施
設
ケ
ア
マ
ネ
研
修
』
の
峯
尾
先
生
に
よ
る

『
介
護
事
故
虐
待
防
止
対
策
と
ケ
ア
マ
ネ
の
関
わ
り
』
に

使
用
さ
れ
た
事
例
を
も
と
に
、
講
師
で
あ
る
齊
藤
氏
が
今

回
の
研
修
に
合
わ
せ
て
内
容
を
考
え
て
き
た
。
齊
藤
氏
は

当
協
会
の
執
行
部
で
も
あ
り
、
研
修
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推

進
委
員
の
副
委
員
長
と
し
て
も
活
動
を
続
け
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
本
題
に
入
ろ
う
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し

て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
に
お
け
る
重

要
な
過
程
で
あ
る
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
際
に
は
O
O
D
A

ル
ー
プ
（
O
：
確
認
、
O
：
方
向
づ
け
、
D
：
意
思
決
定
、

A
：
行
動
）
か
ら
入
り
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
（
P
：
計

画
、
D
：
実
行
、
C
：
評
価
、
A
：
改
善
）
へ
と
繋
げ
て

い
く
。
O
O
D
A
ル
ー
プ
と
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
は
似
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
ま
っ
た
く
別
物
で
あ
る
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
問
題

を
特
定
す
る
。
②
薬
を
見
直
す
。
③
既
往
・
現
病
を
確
認

す
る
。
④
環
境
的
な
要
因
は
無
い
か
？
⑤
心
理
的
な
要
因

は
無
い
か
？
と
分
け
ら
れ
る
。
講
師
の
齊
藤
氏
は
糖
尿
病

を
例
に
様
々
な
切
り
込
み
を
し
て
い
た
。

①
問
題
を
特
定
す
る

　
「
甘
い
物
が
好
き
な
の
で
、
糖
尿
病
だ
と
分
か
っ

令
和
７
年
度　

第
１
回　

施
設
ケ
ア
マ
ネ
活
動　

事
例
検
討
会

　

テ
ー
マ　

問
題
解
決
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
の
ポ
イ
ン
ト
解
説

開
催
日
時　

令
和
７
年
６
月
21
日
（
土
）　

14
時
00
分
～
16
時
00
分

開
催
場
所　

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ケ
ア
大
宮　

研
修
室

講　
　

師　

そ
ん
ぽ
の
家
Ｓ
北
戸
田　

ホ
ー
ム
長 

齊
藤
隆
浩
氏

参
加
者
　

会
員
４
名
、
非
会
員
10
名
（
う
ち
見
習
い
１
名
）、
役
員
５
名
、
計
19
名

今
研
修
に
参
加
し
て
み
て

多
岐
に
わ
た
る
ケ
ア
マ
ネ
業
務
の
中
で
、
相
談
時
に
、

本
人
や
家
族
へ
の
対
応
で
疲
弊
す
る
場
面
も
多
く
、
精
神

疾
患
を
持
つ
本
人
や
家
族
に
対
応
す
る
こ
と
も
あ
り
、
今

研
修
の
な
か
で
、
疾
患
へ
の
理
解
の
必
要
性
や
そ
の
支
援

を
抱
え
込
み
す
ぎ
な
い
こ
と
、
業
務
範
囲
の
理
解
と
対
応

に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
自
認
す
る
必
要
性
を
気
づ
く
こ

と
が
で
き
た
、
今
後
の
相
談
対
応
の
知
識
と
し
て
非
常
に

興
味
深
い
も
の
だ
っ
た
。

ケ
ア
マ
ネ
業
務
で
は
、
周
囲
か
ら
何
で
も
頼
ん
で
良
い

人
と
期
待
さ
れ
や
す
く
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
自
身
も
自
分

が
や
る
し
か
な
い
と
想
い
が
ち
な
「
何
で
も
屋
に
な
り
が

ち
」
で
あ
っ
た
り
、
支
援
職
と
し
て
断
る
、
限
界
設
定
を

す
る
こ
と
が
見
捨
て
る
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
「
で
き
な

い
罪
悪
感
」
や
、
安
心
さ
せ
ね
ば
、
怒
ら
せ
て
は
い
け
な

い
と
自
分
の
感
情
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
の
は
、
思
い
当
た
る

こ
と
が
あ
っ
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
仕
事
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
認

識
し
て
、
支
援
者
が
ど
こ
ま
で
関
わ
る
か
線
を
引
く
こ
と

の
限
界
設
定
を
す
る
必
要
性
に
は
興
味
深
か
っ
た
。

支
援
者
が
ど
こ
ま
で
関
わ
る
か
線
を
引
く
こ
と
。
そ
の

目
的
は
、
支
援
者
の
保
護
・
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
自
立
支
援
・

関
係
性
の
安
定
化
。
専
門
性
を
保
持
し
た
り
、
限
界
設
定

を
す
る
こ
と
は
、
冷
た
く
突
放
す
こ
と
で
は
な
く
、
お
互

い
に
安
定
し
た
関
係
づ
く
り
に
不
可
欠
、
重
要
な
こ
と

で
、
傾
聴
は
す
る
け
れ
ど
も
、
深
入
り
や
入
り
込
み
す
ぎ

な
い
こ
と
も
、
お
互
い
安
心
し
た
関
係
づ
く
り
に
不
可
欠

な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
、
改
め
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
仕
事
は
何
か
と
い
う
基
本
、
土
台
の
部
分
を
自
身
の
中

で
再
認
識
し
た
い
。
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て
い
て
も
つ
い
つ
い
甘
い
も
の
を
買
っ
て
し
ま

う
。」「
自
分
で
は
糖
尿
病
だ
と
知
り
な
が
ら
、
甘
い

も
の
を
止
め
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。」
な
ど
、
本
人

が
問
題
だ
と
思
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。
目
の
前

に
あ
る
問
題
は
、『
誰
が
問
題
だ
と
思
っ
て
い
る
の

か
。』『
何
を
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
か
。』
を

特
定
し
よ
う
。

②
薬
を
見
直
す

　

高
齢
者
は
身
体
の
中
の
た
ん
ぱ
く
質
が
減
少
す

る
傾
向
に
あ
る
。
薬
の
成
分
は
、
た
ん
ぱ
く
質
と
結

合
し
残
っ
た
成
分
が
身
体
に
残
る
。
結
合
し
な
い
成

分
が
多
く
な
る
。 

そ
の
結
果
、
薬
が
効
き
す
ぎ
て

副
作
用
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
高
齢
者
は
薬
に
よ

る
影
響
を
受
け
や
す
い
の
で
あ
る
。

　

問
題
解
決
の
た
め
の
プ
ラ
ン
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
は
、
プ
ラ
ン
の
中
心
は
あ
く
ま
で
も＜

目
標＞

で
あ
り
、
本
人
を
含
め
た
チ
ー
ム
で
目
標
に
対
し
て

ケ
ア
を
考
え
て
い
く
と
い
う
考
え
方
を
根
底
に
据

え
る
。
問
題
解
決
の
た
め
に
各
専
門
職
が
専
門
性
を

発
揮
で
き
る
よ
う
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
ま
と
め
役

を
務
め
、
全
体
を
俯
瞰
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行

い
、
利
用
者
の
生
活
を
意
識
し
考
え
る
、
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
齊
藤
氏
は
ま
と
め
る
。

　

講
義
の
途
中
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
漫
画
で
有
名

な
『
ス
○
ム
○
ン
○
』
の
ア
○
ザ
○
先
生
の
名
言
や
、

宇
宙
を
舞
台
と
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
漫
画
『
○
○
戦
士
ガ

○
ダ
○
』
の
ワ
ン
シ
ー
ン
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
参

加
者
の
興
味
を
ひ
く
。
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間

だ
っ
た
と
の
意
見
も
多
く
聞
か
れ
た
。

　

前
回
の
研
修
と
同
じ
事
例
を
活
用
し
た
こ
と
か

ら
、
参
加
者
は
あ
る
程
度
の
状
況
を
把
握
し
や
す
い

と
思
え
た
が
、
日
々
の
業
務
に
追
わ
れ
て
い
る
参
加

者
も
多
く
、
約
３
か
月
の
時
間
の
経
過
が
記
憶
を
曖

昧
に
し
て
い
た
。
齊
藤
氏
の
講
義
の
中
で
も
説
明

を
さ
れ
て
い
た
が
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
、
意
味
記
憶
、

手
続
き
記
憶
の
ど
の
記
憶
が
無
く
な
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
？

　

研
修
の
最
後
に
、
当
協
会
の
顧
問
で
も
あ
り
、
行

政
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
百
澤
氏
か
ら
挨
拶
を
い

た
だ
く
。
10
年
ほ
ど
前
に
指
導
監
査
役
と
し
て
さ
い

た
ま
市
内
の
施
設
を
周
っ
て
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

し
て
、
実
地
指
導
に
行
っ
た
際
に
施
設
の
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
見
た
時
、
ど
れ
も
似
通
っ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
で
あ

り
、
た
だ
入
居
者
の
氏
名
が
変
わ
っ
た
だ
け
の
よ
う

に
思
え
た
施
設
が
多
か
っ
た
と
の
話
。
さ
い
た
ま
市

介
護
支
援
専
門
員
協
会
に
は
『
研
修
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
委
員
会
』
の
中
に
『
施
設
担
当
』
が
あ
り
、

施
設
ケ
ア
マ
ネ
を
対
象
と
し
た
研
修
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
10
年
前
に
比
べ
る
と
コ
ピ
ペ
プ
ラ
ン
の
割

合
は
減
っ
て
き
て
は
い
る
が
、
当
協
会
の
こ
の
よ
う

な
活
動
を
通
し
て
、
施
設
ケ
ア
マ
ネ
の
質
の
向
上
が

期
待
で
き
る
良
い
研
修
で
あ
る
と
思
っ
た
と
言
う
。

今
後
も
さ
い
た
ま
市
内
の
施
設
ケ
ア
マ
ネ
と
共
に
、

施
設
ケ
ア
マ
ネ
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

る
筆
者
で
あ
る
。
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今
回
の
サ
ロ
ン
開
催
に
向
け
て
、
参
加
者
に
は
事
前
準

備
と
し
て
３
つ
の
テ
ー
マ
『
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
関
係
』

『
多
職
種
連
携
（
人
間
関
係
を
含
む
）』『
そ
の
他
（
運
営

関
係
を
含
む
）』
に
つ
い
て
の
話
題
を
考
え
て
も
ら
う
よ

う
案
内
を
出
し
た
。 

サ
ロ
ン
が
始
ま
り
、
参
加
者
が
事
前
に
考
え
て
き
た
こ

と
を
配
布
し
た
用
紙
に
無
記
名
で
記
入
し
、
そ
の
場
で
回

収
を
す
る
。 

『
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
関
係
』
で
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
の
意
見
が
多
く
聞
か
れ
た
。
書
類
全
般
の
日
付
の

整
合
性
は
取
れ
て
い
る
の
か
？　

個
々
の
利
用
者
に
合

わ
せ
た
プ
ラ
ン
作
成
が
で
き
ず
に
画
一
的
な
プ
ラ
ン
に

な
っ
て
い
な
い
か
？　

な
ど
を
気
に
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
そ
の
他
、
利
用
者
本
人
は
担
当
者
会
議
に
参

加
し
て
い
る
か
？　

プ
ラ
ン
の
内
容
に
つ
い
て
本
人
及

び
家
族
に
要
点
を
し
っ
か
り
と
説
明
で
き
て
い
る
か
？

な
ど
の
意
見
も
聞
か
れ
る
。 

話
し
合
っ
た
内
容
と
し
て
、
施
設
に
よ
っ
て
は
担
当
者

会
議
へ
本
人
が
参
加
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
が
中
心
と

な
り
、
１
回
の
会
議
で
、
次
か
ら
次
へ
と
順
番
に
複
数
の

利
用
者
の
会
議
が
行
わ
れ
て
い
る
事
業
所
が
多
い
。
１
人

で
１
０
０
人
近
く
を
担
当
す
る
た
め
、
仕
方
が
な
い
と
の

印
象
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
本
人
へ
の
説
明

と
同
意
は
後
日
行
わ
れ
て
い
る
。 

施
設
で
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、

本
人
の
意
向
が
プ
ラ
ン
に
し
っ
か
り
と
反
映
さ
れ
て
い

れ
ば
大
き
な
問
題
は
生
じ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
参
加
者
も
多
い
。た
だ
、認
知
症
の
進
行
度
に
よ
っ

て
は
意
思
決
定
の
支
援
が
重
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
根

拠
の
あ
る
推
定
意
思
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ア
セ

ス
メ
ン
ト
に
ど
こ
ま
で
力
を
注
い
で
い
る
か
は
、
事
業
所

ご
と
の
考
え
方
で
違
い
が
あ
る
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
重
要

と
思
っ
て
い
る
事
業
所
ほ
ど
、
画
一
的
な
プ
ラ
ン
に
な
ら

な
い
よ
う
意
識
す
る
傾
向
が
あ
る
と
感
じ
た
。 

こ
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
し
っ
か

り
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
プ
ロ
セ
ス
に
沿
っ
て
仕
事
が
行
え
て
い
る
か
を
振
り

返
る
場
と
な
っ
た
。 

次
に
『
多
職
種
連
携
』
に
つ
い
て
の
テ
ー
マ
に
切
り
替

わ
る
。
施
設
で
は
顔
馴
染
み
の
メ
ン
バ
ー
で
連
携
を
図
っ

て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
頃
の
関
わ

り
方
や
職
場
の
一
体
感
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
職
種
の
倫
理
観
が
異
な
る
た
め
意
見
が
割
れ
る

こ
と
も
多
く
あ
り
、
互
い
の
意
見
を
ど
こ
ま
で
理
解
す
る

か
で
連
携
力
に
差
が
出
る
と
考
え
ら
れ
た
。
他
の
職
種
が

ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
知
ら
な
い
施
設
職

員
も
多
く
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
間
に
挟
ま
れ
て
精
神

的
に
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
の
意
見
も
目
立
っ
た
。

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
、
本
人
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
事
業
所
と
そ
う
で
は
な
い
事
業
所
と
分
か
れ
、
そ
れ
も

ま
た
、
施
設
や
事
業
所
ご
と
の
考
え
方
に
よ
り
左
右
さ
れ

て
い
る
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る

た
め
に
、
本
人
の
目
標
を
中
心
と
し
て
ド
ー
ナ
ツ
型
の
本

人
を
含
ん
だ
チ
ー
ム
を
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
結
論
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
目
標
の
共
有
と

役
割
の
明
確
化
が
必
要
で
あ
る
。 

最
後
に
『
そ
の
他
』
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

要
す
る
に
、
自
身
の
所
属
す
る
組
織
運
営
に
つ
い
て
の
フ

リ
ー
ト
ー
ク
で
あ
る
。「
ケ
ア
マ
ネ
が
一
人
し
か
い
な
い

た
め
相
談
相
手
が
い
な
い
」「
加
算
の
要
件
に
つ
い
て
管

理
者
し
か
理
解
し
て
い
な
い
」「
指
摘
や
助
言
を
行
っ
て

も
改
善
せ
ず
、
成
長
が
感
じ
ら
れ
な
い
職
員
が
直
接
ケ
ア

を
行
っ
て
い
る
」「
言
語
や
文
化
の
違
う
職
員
に
対
し
て
、

意
図
が
伝
わ
ら
な
い
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。 

相
談
相
手
が
い
な
い
場
合
の
対
処
法
と
し
て
は
、
相
談

窓
口
に
問
い
合
わ
せ
る
方
法
が
あ
る
。
ハ
ロ
ー
ケ
ア
マ
ネ

の
存
在
を
知
ら
な
い
参
加
者
も
い
た
た
め
、
今
回
の
サ
ロ

ン
を
通
じ
て
選
択
肢
が
１
つ
増
え
た
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み

に
ハ
ロ
ー
ケ
ア
マ
ネ
に
電
話
相
談
を
し
た
こ
と
が
あ
る

令
和
７
年
度　

施
設
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　

テ
ー
マ　

ご
自
身
の
お
悩
み
・
お
困
り
事
を
共
有
し
ま
せ
ん
か
？

開
催
日
時　

令
和
７
年
10
月
18
日
（
土
）　

14
時
00
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所　

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ケ
ア
大
宮　

研
修
室

講　
　

師　

そ
ん
ぽ
の
家
Ｓ
北
戸
田　

ホ
ー
ム
長 

齊
藤
隆
浩
氏

参
加
者
　

15
名
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参
加
者
は
１
人
も
い
な
か
っ
た
。
赤
本
・
青
本
・
緑
本
の

認
知
度
も
高
く
は
な
い
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
と
っ
て
、
介
護
保
険
法
や
関
係

法
令
な
ど
の
理
解
が
す
な
わ
ち
知
識
の
深
さ
と
な
る
。
技

術
面
に
関
し
て
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
必
要
な
情
報
収
集

力
、
課
題
分
析
力
、
問
題
解
決
力
、
相
談
面
接
技
術
な
ど

の
ス
キ
ル
を
磨
く
必
要
が
あ
り
、
多
職
種
連
携
を
図
る
際

に
も
大
き
く
役
立
つ
。
考
え
方
と
し
て
は
、
よ
り
よ
い
生

活
を
送
る
た
め
に
何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
と
い
う
視
点

が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
目
標
を
設
定
す
る

際
に
は
、
家
族
や
職
員
の
目
標
に
な
ら
な
い
よ
う
、
本
人

の
目
標
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
意
識
し
て
欲
し
い
と
願

う
。今

回
は
事
前
に
大
ま
か
な
テ
ー
マ
を
提
示
し
て
い
た

こ
と
で
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
も
有
意
義
な
時
間
と

な
っ
た
と
感
じ
る
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
。
分
か
っ
た
気
が
し
て

い
た
。
今
の
方
法
が
正
し
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の

こ
と
に
気
付
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
か
と
考
え
る
。

サ
ロ
ン
後
、
懇
親
会
も
開
か
れ
話
し
足
り
な
い
参
加
者

の
延
長
戦
も
開
催
さ
れ
多
く
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

ま
た
今
回
の
活
動
か
ら
新
た
に
会
員
へ
と
な
る
参
加

者
も
居
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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ちょっと　　　　　　　　　

長くて過酷な暑さとの闘いが終わり、一気に
気温が急降下。秋を飛ばして冬が来ることは想
定していたとはいえ、身体はついていけません。

みなさん、体調を崩していませんか？

「今年も温泉に行きたいね」と話している今日
この頃。毎年１、２回の温泉旅行が夫婦の恒例
行事になっています。お互いに忙しい仕事の合
間を縫って予定を調整し（ケアマネジャーは休
みを取るのも一苦労ですよね）日常を離れ、温
泉街を散策しながら他愛もない話をしたり、美
味しいごはんを味わったり、温泉に浸かってゆっ
たりとした時間を過ごす――そんな時間が日々
のご褒美です。普段の疲れもすっと消えていき
ます。

ところが、今年は悩ましく、全国で熊の出没
が相次いでいるというニュースを耳にし、毎年
恒例の温泉地を候補から外さなければなりませ

会員Ｔ

ん。自然豊かな場所ほど魅力的ですが、熊に襲
われるのは勘弁です。ここは安全を最優先で。
「森のくまさん」という童謡がありますが、

ニュースから伝わる惨憺たる状況とは、あまり
にかけ離れているので驚きます。くまさんに出
会ってスタコラ　サッサッサのサと逃げたら殺
されてしまいます。ちなみに、死んだふりも効
果がないそうです。

熊の話はこの辺にして、この機会にまだ行っ
たことのない温泉地に行ってみるのも良いです
ね。どこに行こうか…ネットを見ながら候補地
を考えている時間もワクワクします。

温泉旅行の間くらいはスマホが鳴らないこと
を願いますが、利用者さんにとっては、こちら
が何をしていようと関係ないですからね…失礼、
愚痴をこぼしてしまいました。

さて、温泉の湯けむりを想像しながら、まず
は目の前の業務を片付けてしまいましょう。

ちょっと   coffee  break

ホームページ    http://www.saitamashi -keamane. jp
さいたま市介護支援専門員協会 検索

〒 331-0074　埼玉県さいたま市西区宝来 86-1
敬寿園宝来ホーム
連絡先　ＴＥＬ　080-4750-4400　　ＦＡＸ　048-620-0601

事 務 局

　今冬は、冬型の気圧配置が強まりやすく、日本海側は大雪、関東では降水量が少なくなり、乾燥し
た日が多くなる予報が出ています。
　乾燥すると感染症のリスクが高くなります。インフルエンザはじめ様々な感染症が流行しています
ので、高齢者の方は元より、くれぐれもご自分の身体を大事にしてください。

あとがき


